


 

様式２－３ 

（水産研究所）試験研究成果報告書 

番号 R4年度-事後1 課題名 岡山県産天然アユを用いた資源回復研究  
期間 R１～３年度 担当部課室 海面・内水面増殖研究室、栽培・資源研究室   

試
験
研
究
の
成
果 

１ 目標達成状況 
    冷水病のまん延が一因で減少したアユ資源の回復を図るため、本病に耐性が高いとされ
る海産系天然遡上アユを春季に採捕し、閉鎖循環方式により採卵可能な親魚まで養成し種
苗生産することができた。また、冷水病原因菌を用いた人為感染試験や河川での放流効果
調査から、生産した天然系アユ種苗の本病に対する耐性を確認した。一方、課題として天
然遡上アユの大量確保、飼育コストの大幅な削減、量産に必要な良質卵の確保及び現場ニ
ーズに応じた放流種苗の育成があげられた。 

 
２ 具体的効果 
  本県産の海産天然系アユ種苗は、冷水病耐性が高く、河川での本病の流行期以降も河川
に多く残留したことから、本病によるアユ資源の減耗を軽減できると考えられた。 

      
３ 当初目的以外の成果 
  特になし 
 
４ 費用対効果  

算出困難 
 

実
施
期
間
中
の
状
況 

１ 推進体制・手法の妥当性 
    資源・増殖研究室１名及び海面・内水面増殖研究室２名が従事し、必要に応じて水産課
職員が調査に協力した。また、内水面漁協と連携し、効率的に試験、調査を進めるととも
に、調査結果等について意見交換を行った。 

 
２ 計画の妥当性 
  海産系天然遡上アユを親魚まで養成した後、種苗生産を行い、生産した種苗について冷
水病耐性を確認したことから、３年間で概ね目標を達成した。 

 

成
果
の
活
用
・
発
展
性 

１ 活用可能性 

  残された課題を解決することにより、本研究所が生産、販売する種苗の一部を海産天然 

系アユへ転換し、冷水病にかかりにくい放流種苗として活用される。 

 

２ 普及方策 

  会議等を通じて内水面漁協に対して海産天然系アユ種苗の冷水病耐性をアピールし、将 

来的に本病の被害の大きい河川における新たな放流種苗として普及を図る。 

 

３ 成果の発展可能性 
  冷水病耐性が高い海産天然系アユ種苗を放流することで、本病によるアユの減耗が軽減 
し、内水面資源の増大が期待される。 

 

実 
 

績 

実施内容             年度 R１ R２ R３  総事業費 
（親魚養成技術の開発） 
（冷水病耐性試験） 
（放流効果調査） 

○ 
 
 

○ 
○ 
○ 

  ○ 
○ 
○ 

 

 
 

 計画事業費  1,002 971 815   
  一般財源 1,002 971 815   

 外部資金等      
人件費(常勤職員) 

4,800 4,800 4,800  

3人×0.2× 

8,000千円 

総事業コスト 5,802 5,771 5,615   17,188 

 留意事項 当初試験研究計画書及びこれまでの試験研究中間報告書を添付すること。 

単位： 

千円 
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